


（佐々木晶子）

牛乳の日PRキャンペーンについて

宮城県牛乳普及協会

５月31日（火）さくら野百貨店において、牛乳の日告知イベントとして「牛乳の日 “おいしく・楽しく飲める” ･
PRキャンペーン」を実施いたしました。
当日は晴天に恵まれ、約800名の方に県内産牛乳の試飲をしていただきました。
今回は牛乳を楽しく飲んでいただこうと、牛乳に黒糖ときなこを合わせた “黒糖きなこミルク”、レモン果
汁とガムシロップを合わせた “さわやかレモンミルク”、市販のカルピスを入れた “カルピスミルク” の３種
類を準備し、多くの方に飲んでいただけました。中でも “さわやかレモンミルク” は牛乳と混ぜるととろっと
するためデザート感覚で楽しめると大好評でした。
また、テレビでも報道され、今回のイベントを通して、多くの方に “６月１日は「牛乳の日」” “６月は「牛
乳月間」” だということをPRすることができました。
これから夏に近づくにつれ気温が上がるなか、熱中症対策としてぜひ牛乳を飲んでいただければと思います。
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第51回�
ブラックアンドホワイトショウ受賞結果

宮城県ホルスタイン改良同志会
平成28年６月25日（土）みやぎ総合家畜市場におい
て開催し、オールジャパンブリーダーズ株式会社･
高藤 裕 氏により59頭の出品牛について審査が行わ
れ盛会裡に終了することができました。
開催にあたり多大なるご協力を賜りました関係各
位に心よりお礼申し上げます。
なお、上位入賞牛は下表のとおりです。

【グランドチャンピオン】
種別 出品№ 名　　　　　号 住所 氏　名
未経産 303 エイトロール･アフターシヨツク･ピアレス 大崎市 八巻　　誠
経産 803 ウツデイランド･メルクレスト･ルーベン･モエ 角田市 渡辺　孝一

【リザーブグランドチャンピオン】
種別 出品№ 名　　　　　号 住所 氏　名
未経産 204 YNS･ブロカウ･エース 加美町 千葉　義文
経産 709 ドリームヒル･20360･ゴウ 丸森町 ㈲半澤牧場

【シニアチャンピオン】
部 出品№ 名　　　　　号 住所 氏　名
10 1003 イチジヨウフアーム･アトリーズ･プリンセス･コラ 丸森町 一條　　薫

【リザーブシニアチャンピオン】
部 出品№ 名　　　　　号 住所 氏　名
10 1001 ブラメリア･フリスク･セルシー 丸森町 ㈲半澤牧場

【インターミディエイトチャンピオン】
部 出品№ 名　　　　　号 住所 氏　名
8 803 ウツデイランド･メルクレスト･ルーベン･モエ 角田市 渡辺　孝一

【リザーブインターミディエイトチャンピオン】
部 出品№ 名　　　　　号 住所 氏　名
7 709 ドリームヒル･20360･ゴウ 丸森町 ㈲半澤牧場

【最優秀賞】
部 出品№ 名　　　　　号 住所 氏　名

1
108 T.ユニオン･アテイツク･タウンソン 丸森町 エリートジェネティクス㈱
105 ミヤノウ･フイーバー･ユミ･ミラクル 名取市 宮城県農業高等学校

2
204 YNS･ブロカウ･エース 加美町 千葉　義文
210 リトルアイランド･マツカチエン･パミユパミユ 蔵王町 小島　一也

3
303 エイトロール･アフターシヨツク･ピアレス 大崎市 八巻　　誠
304 ナガイフアーム･フイーバー･サミ 丸森町 長井　　勝

4
403 カミノウ･ラバンガード･デスチニイ 色麻町 宮城県加美農業高等学校
401 エリートジエン･シド･ミツシー･ET 丸森町 エリートジェネティクス㈱

5
502 ビーチフイールド･スパーリング･キヤリー 大崎市 濱田　賢志
503 ベアーバリー･ラデユツク･アイオーン･バツカイ 栗原市 熊谷　克郎

6
609 ◎エイトロール･ゴールドチツプ･ピアレス 大崎市 八巻　　誠
606 KH･モーグル･ストリー 丸森町 半沢　健一

7
709 ◎ドリームヒル･20360･ゴウ 丸森町 ㈲半澤牧場
702 インサイドベイ･シーエムアイ･センセーシヨン 東松島市 内海　一善

8
803 ◎ウツデイランド･メルクレスト･ルーベン･モエ 角田市 渡辺　孝一
802 エルムレーン･アメイジング･エミリア 丸森町 ㈲半澤牧場

9
905 ◎ブラメリア･ブラツクス･ソンナン 丸森町 ㈲半澤牧場
903 KH･アイオーン･ローズ 丸森町 半沢　健一

10
1003 ◎イチジヨウフアーム･アトリーズ･プリンセス･コラ 丸森町 一條　　薫
1001 ブラメリア･フリスク･セルシー 丸森町 ㈲半澤牧場

※名号の前に◎がついているものはベストアダーとなります。

（事務局　遠藤嘉之）

〈衛生便り〉
畜舎周辺環境を整え、

蚊の発生を防止しましょう
仙台家畜保健衛生所

蚊が媒介する牛異常産関連疾病の全国的な流行状
況把握のため、家保では毎年おとり牛（媒介昆虫
の活動する夏未越牛または抗体陰性牛）を対象に、
６・８・９・11月の年４回抗体検査を実施し、疾病
の発生動向をモニタリングしています。疾病の原因
ウイルスを媒介する蚊（ヌカカ・コガタアカイエカ
等）の対策は、家畜の疾病予防のため重要ですが、
近年では畜産現場に留まらず、人のデング熱・ジカ
ウイルス感染症の流行や、リオデジャネイロオリン
ピック開催に伴う渡航者の増加見込みから、国を挙
げて「夏の蚊対策国民運動」に取り組んでいるとこ
ろです。
蚊の対策には、幼虫対策と成虫対策があります。
成虫は広範囲に飛散するため、個別防除は作業量が
増大するのに対し、幼虫は水域に集中するため効率
的に防除できます。幼虫対策としては、①（家畜）
汚水・水貯まりの除去 ②清潔な飲水への交換 ③
IGR剤（成長阻害剤）等の散布が挙げられます。一
方、殺虫剤を用いた成虫の駆除は、一時的な効果は
見込めますが、長続きせず人や生物への影響も考え
られるので、他の対策と合わせた補助的な利用が求
められます（表）。蚊の生態を理解し、幼虫・成虫
の出現時期に合わせた対策により畜舎周辺環境を整
え、家畜も人も蚊媒介感染症を予防しましょう。

（防疫班　結城瑞希）

○ 幼虫防除対策
１　（家畜）汚水・雨水の除去
・･雨水マスの水抜き、空き缶・ペットボトル・瓶、古タイヤ
などの撤去
　※･ヒトスジシマカ（ヤブカ類）の幼虫は比較的小さい容器
等でも発生。

２　清潔な水の確保
・･水たまりなどは定期的に清掃や水の交換等を行いボウフラ
の発生を防ぐ
・･ペット・家畜の飲み水容器

３　�殺虫剤の散布；散布時には散布中である旨の表示も状況に
より必要あり
・･昆虫成長阻害剤（IGR剤）の使用（人や生物に害が少なく
効果が長い）
・･蚊用のエアロゾール殺虫剤使用（水面に油膜ができる程度）
　※薬剤の使用上の注意をよく読み、用法・用量に従い使用
○ 成虫防除対策
１　住みやすい場所の除去
・･樹木の剪定や下枝払い、藪・雑草の刈り取り、湿った落ち
葉除去
　※ヒトスジシマカは湿った落ち葉の上にも産卵あり
２　侵入・吸血防止
・･（畜舎）網戸の設置、出入り口に蚊取り線香の設置
・･屋外活動でサンダル履きは避け、長袖・長ズボン着用で忌
避剤の使用

３　殺虫剤の散布
・･蚊のエアロゾール殺虫剤の使用（地域住民への周知必要）
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本校は、農業の近代化と経済社会の発展に対応で
きる、高度な知識・技術を身につけ優れた農業経営
者と農村地域の指導者を育成することをねらいとして
昭和52年４月に設立された農業大学校です。
平成20年７月には専修学校の機能を付加し、平成
21年４月に校名を「宮城県農業大学校」に変更しま
した。下記により、平成29年度入学生の推薦入学試
験を行いますので、多数の出願をお待ちしております。

記
◇募集人員
畜産学部･15名、水田経営学部･15名、･
園芸学部･15名、アグリビジネス学部･10名
◇応 募 資 格･ 学校長推薦
◇募 集 期 間･ ･平成28年９月７日（水）･

〜平成28年９月21日（水）（当日消印有効）
◇試 験 日 時･ 平成28年10月５日（水）午前８時45分〜
◇合格発表日･ 平成28年10月14日（金）午前10時
◇試 験 場 所･ 宮城県農業大学校名取教場
◇試 験 科 目･ ①･筆記試験　小論文（60分　800字）･

数学Ⅰ（60分）
･ ②･面接試験　個人面接（15分程度）
◇専修学校のメリット
①･卒業生に「専門士（農業専門課程）」の称号が
付与されます。

②･卒業生は、４年制大学への３年次編入学試験の
受験が可能となります。

◇奨学金制度
①･本大学校を卒業後、就農を予定されている方は、
公益社団法人みやぎ農業振興公社から奨学金
（1.5万円／月）の支給を受けることができます。
（※宮城県内に４年以上就農しない場合は返還
の必要があります。）また、本大学校の養成課
程は、国の事業である青年就農給付金（準備型）
の対象になります。

②･（独）日本学生支援機構の奨学金が利用できます。

※詳しくは、宮城県農業大学校教務部学生班・教務班
（電話･022−383−8138）までお問い合わせください。

平成29年度
宮城県農業大学校入学生を募集（推薦入学試験）

私は、物心の付いた時か
ら祖父に家を継ぐのだと言
われてきました。
私の家では酪農と水稲の
複合経営をしています。私
は４人兄弟の長男であった
ので、祖父は私を後継ぎに
しようと考え、あのように

言ってくれたのだと思います。
私は農業高校に進学しましたが、そこでの畜産の
学習は、酪農ではなく和牛と豚を主体として行い多
くの体験をさせて頂きました。そして、高校を卒業
する頃には酪農を学びたいと思い、この宮城県農業
大学校に入学しました。
私は２年生になり、現在、卒業論文の為のプロジェ
クト課題の研究を始めています。私の家は複合経営
なので、水稲と畜産を組み合わせた経営を目指して
飼料米の利用について研究を行います。
この課題を選んだ理由は、我が家の経営コスト削
減につながると考えたからです。最近では、人が食
べる食用米ではなく家畜に食べさせる飼料用米・飼
料イネの生産を行う農家が増え始めています。価格
が不安定な輸入飼料とは違い、自家生産も可能であ
る飼料用米等の安定供給が実現されるようになって
有効活用されれば、飼料に掛かるコストを削減でき
るようになると考えています。
また、私は、来年海外農業研修へ参加しようと考
えています。父親も行った海外研修へ参加すること
で、自分の目で見て体で体験し、海外の農業がどの
ようなものか知ることが大事だと思ったからです。
今は、自分が酪農家としてどうありたいかという将
来像が見えていないですが、２年近い海外農業研修
が終わって帰ってくる頃には、将来に向けて何を目
指していくのかが見えてくると思います。
子供の頃から自分の身近にあった酪農。就農する
までに多くの仕事を経験し、多くの体験を得て、そ
れまでに学んだ知識と技術を生かしていけるような
酪農をしたい、そして、より良い酪農家になれるよ
うに頑張りたいと思っています。そこまでに大きな
壁や障害があったとしても、また、何回も失敗した
としても、その度に立ち上がって突破して、今後も
一歩一歩、先へ進んでいきたいと思っています。

〈農業大学校生の抱負〉

酪農家になるために
宮城県農業大学校畜産学部
２学年　髙橋　　禅
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〈畜試便り〉
乳牛を用いた飼料米の給与試験について

宮城県畜産試験場
研究の目的
飼料自給率向上は我が国の重要な課題であり、飼料価格の変動リスクや安全性の確保からも自給飼料の利
用促進が必要です。水田で生産できる米を飼料として利用することが検討されていますが、乳牛への給与事
例は少なく、給与技術体系は確立されていません。畜産試験場では、飼料米の活用を推進するため、取り扱
いが容易である圧ペンもみ米（Ａ飼料：市販品）を、トウモロコシ等の穀類に代わるデンプン質飼料として
一部代替え給与し、有用性を検証しました。

研究の成果
畜産試験場に繋養されている乳牛を用い、慣行飼料の圧ペントウモロコシ原物１㎏を圧ペンもみ米（市販
品）原物２㎏で代替え給与して試験を行いました。給与飼料については表１，２のとおりです。

米の入った給与飼料の嗜好性は良好で、乾物摂取量については試験区間で差は認められず、乳量、乳成分
についても差は認められませんでした（表３，４）。

利活用の留意点等
今回は農家でも取り組みやすい少量での試験結果です。利用拡大には代替え可能な限界量の検討は必要で
すが、米は濃厚飼料の一部として利用でき、自給率向上の一手段となりえることが明らかになりました。

（酪農肉牛部　小林宏子）

表１．給与飼料の設定･ 充足率（％）

CP TDN DM
試験区 圧ペンもみ米 126.8 109.5 114.2
対照区 トウモロコシ 125.3 105.2 109.8

条件：体重･650㎏　乳量･28㎏

表２．加熱圧ペンもみ米の成分･ 乾物（％）

圧ペン CP EE CF CA NFE TDN
米 6.0 1.7 7.4 3.4 67.4 69.3

トウモロコシ 7.6 3.7 2.4 1.2 70.8 78.8
CP 粗蛋白質 　EE 粗脂肪 　CF 粗繊維
CA 粗灰分 　NFE 可溶無窒素物
販売元が穀物検定協会に依頼した値より

表３．乾物摂取量と乳量（㎏/日）
40

20.0 19.0
30

20

10

0
乾物摂取量

40

28.3 28.530

20

10

0
乳量

試験区 　　対照区　　平均値±SE　p＜0.05　すべて有意差なし

表４．乳成分（％）
10

3.6 3.8

9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

乳脂肪

3.1 3.2

乳蛋白

8.4 8.6

無脂固形分

4.3 4.4

乳糖

試験区 　　対照区　　平均値±SE　p＜0.05　すべて有意差なし
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〈全共便り〉
第11回全国和牛能力共進会宮城大会に向けて

第11回全国和牛能力共進会宮城県実行委員会

（㊤･大村　享　㊥･鈴木徳彦　㊦･千葉和義）

実行委員会では、第７区（種牛群）出品候補牛生産のために、昨年３月から６月にかけて指定交配を実施し
ました。これらの交配により生産された雌子牛、加えて指定交配ではないものの全共出品資格を満たしている
ことが判明した雌子牛、合わせて300頭余りを対象に、本年６月から選定調査を開始しました。
調査は、県内に組織された３つの和牛育種組合及び３つの和牛改良推進組合ごとに、子牛判定法に従って

実施しており、総計60頭が選定される予定です。選定牛は、組合ごとに選抜・斡旋会を経て、自家保留牛もし
くは各組合内導入牛として、地域一体となって全共宮城県代表を目指して積極的に育成、調教に取り組んでい
ただくことになります。全和登県支部、全農みやぎ及び全共宮城県実行委員会では、出品対策マニュアルを配
布するとともに、各組合と調教指導会を開催してまいります。皆様の御協力をよろしくお願いいたします。

全共第７区（種牛群）出品候補牛について

全共宮城県実行委員会は、６月９日（木）仙台市内において、平成28年度通常総会を開催しました。
当日は61名の委員の皆様に御出席いただき、平成27年度の事業報告及び収支決算、平成28年度の事業計画
案及び収支予算案等の議案が審議され、全て原案どおり承認されました。
また、事務局から報告事項として、今年９月に開催予定の「第11回全共宮城県出品対策共進会（プレ全共）」
の概要や、現在作成中の「大会実施計画」の中間報告の詳細、宮城大会に関する出品対策について説明が行
われるとともに、全共宮城大会のトラベルセンター幹事社である株式会社農協観光より、トラベルセンター
の概要について情報提供がありました。

第11回全国和牛能力共進会宮城県実行委員会　平成28年度通常総会開催

今年９月は、第11回全国和牛能力共進会宮城大会開催のちょうど１年前になることから、全共日本一の獲
得と大会運営の成功を祈念し、全共宮城大会に向けた更なる気運の醸成を図るため、下記の日程で「プレ全共」
を開催します。
毎年開催している宮城県総合畜産共進会の「種牛の部」に「肉牛の部」を加え、本番を想定した出品区分
にするとともに、県産和牛の試食や市町村の地場産品販売、伊達武将隊のステージなど一般の方々に楽しん
でいただける催事を大幅に充実させます。全共宮城大会マスコットキャラクターの牛

うし

政
まさ

宗
むね

くんも会場でお待
ちしておりますので、是非御来場ください。

１　プレ全共開催日（「肉用牛の部」のみ抜粋）
出　品　区 肉　牛　の　部 種　牛　の　部
期　　　間 平成28年９月６日（火）〜８日（木） 平成28年９月９日（金）〜10日（土）
場　　　所 仙台市中央卸売市場食肉市場（仙台市宮城野区） みやぎ総合家畜市場（遠田郡美里町）

（今年は、一般社団法人宮城県畜産協会と第11回全国和牛能力共進会宮城県実行委員会の共催です。）

２　一般来場者向けイベント
日　　　時 平成28年９月10日（土）　午前９時30分〜午後２時30分（雨天決行）
場　　　所 みやぎ総合家畜市場特設会場

内　　　容
・県産和牛の試食、仙台牛PR･ ・伊達武将隊や市町村キャラクターによるステージ
・県内の各市町村による地場産品等の販売･ ・キッズゲーム（ふわふわ、スタンプラリー、ミニゲームなど）
・第11回全国和牛能力共進会宮城大会PR

第11回全国和牛能力共進会宮城県出品対策共進会（プレ全共）の開催について
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全国農業協同組合連合会宮城県本部
畜産部　生産指導課

酒巻　岳仁

はじめまして。平成28年
４月から全国農業協同組合
連合会宮城県本部の職員に
なりました、酒巻岳仁と申
します。所属は畜産部生産
指導課です。出身は栃木県

ですが、転勤で高校生の時から宮城県に住んでいます。
今年の３月に宮城大学食産業学部を卒業しました。
私は中学生の時、職場体験を通じて農業という世界

に興味を持ちました。私たちが当たり前に毎日食べて
いる、米・肉・野菜などは生産する方々がいるから出
来ていることで、「いただきます」の感謝の気持ちは絶
対に忘れてはならないことを学びました。
私には夢があります。それはいつの日か「日本の農
業を担う男になる」ことです。畜産という全く知識の
ない世界で、農家の方々、上司・先輩方からの一言一
言が本当に大切であると感じています。来年開催され
ます第11回全国和牛共進会でも宮城県が一つとなって
臨み、宮城県の畜産、農業の更なる盛り上がりの先駆
けになればと考えています。
日々の努力を怠らず、一つ一つの業務に対して使命
感を持って取り組んでいきます。まだまだ至らない点
は多いですが、皆様、ご指導、ご鞭撻のほどよろしく
お願いいたします。

宮城県農業共済組合（NOSAI�宮城）
中央家畜診療センター

原岡　　諒

皆さん、はじめまして。
今年度･NOSAI･宮城に勤務
しました原岡諒と申します。
出身は福岡県です。出身大
学は青森県にキャンパスの
ある北里大学で、研究室は

大動物臨床学研究室に所属していました。大学の研究

室活動では動物病院の診療に関わり、大動物の診療に
ついて学ぶことができました。また、長期休暇を利用し
た実習では、宮城県をはじめ北海道から鹿児島県まで
日本各地の･NOSAI･組織で実習させていただきました。
牛の診療に携わる獣医師になることを目的として獣
医学科を持つ大学に進学したため、今はその願いが叶
い心から嬉しく思っています。
NOSAI･宮城に入職して、臨床研修期間の３か月が
経過し、７月から中央家畜診療センターに勤務します。
まだまだ自分自身の未熟さ・勉強不足を痛感する毎日
です。しかし、産業動物獣医師として、少しでも畜産
の世界に貢献できるように成長していきたいと思って
いますので、皆様ご指導よろしくお願いします。

宮城県農業共済組合（NOSAI�宮城）
県北家畜診療センター

新井　偉典

はじめまして。今年度NOSAI･･
宮城に勤務しました新井偉
典と申します。出身地は埼
玉県本庄市です。出身大学
は北里大学で、研究室は大
動物臨床学研究室に所属し、

産業動物の診療に携わってきました。
私が産業動物獣医師を目指すきっかけとなったのは、
大学２年から始めた牧場でのアルバイトでした。それ
までは漠然と小動物（犬や猫）の方に進もうと思って

いましたが、牧場でエサやりや環境整備などを手伝っ
ていくうちに畜産業の面白さに魅かれていきました。
NOSAI･宮城に実習に来た際には、職場の雰囲気や獣医
師と農家との関係性にとても好感を持ち、是非ここで
働きたいと思いました。
大衡村の家畜診療研修所で３か月間臨床研修を受け、
先輩獣医師から指導を受けました。大学では教わらな
かった技術や知識が非常に多く、日々新しいことを学
ぶことにとてもやりがいを感じています。
７月からは県北家畜診療センターに勤務することに
なりましたので、県北地域の農家の皆様のところへ伺
わせていただきます。
農家の方々や先輩方にはご迷惑をおかけすることが
無いよう、早く一人前となり農家のお役に立てるよう
に精一杯頑張ります。皆様方どうかご指導ご鞭撻の程、
よろしくお願いいたします。

一般社団法人　宮城県畜産協会 平成28年７月１日付
新 旧 氏　　　名

総務課課長 総務課課長補佐 大場　静子
中央事業所所長 総務課課長 半田　好昭
価格安定課課長 中央事業所所長 大宮　勝廣
価格安定課主幹 家畜衛生課主幹 三品　清美
家畜衛生課課長補佐 価格安定課課長 島貫　　稔
総務課主査 価格安定課主査 猪狩　節子

〈New�face〉

〈人の動き〉
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